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外部プロ人材
活用成功事例

雇わずに
プロシェアリング
する！ （株）サーキュレーション

代表取締役　久保田雅俊

No.12　DX推進のプロが参画しスムーズな事業開発に成功

　プロシェアリングとは，高い職
能を持って複数企業で同時に活躍
するプロフェッショナルを，経営
課題に合わせて「雇用」ではなく
「活用」するという，新しい人材
活用の手法です。2014年の設立
以来，サーキュレーションには約
15,000名のプロが登録し，約
7,800件のプロジェクトで実績を
上げてきました。プロジェクトは
経営要素の強い案件が多く，新規
事業の企画推進や，人事・広報等
のミドルオフィス支援，さらには
IPO関連から中期経営計画の策
定，CFOのシェアなども実行し
ています。

事業者マッチング事業を
クラウドで立ち上げたい

　今回は，そのなかから株式会社
ファクトリーエージェントが，製
造業向けのクラウドサービスを開
発した際のプロシェアリング活用
事例をご紹介します。
　ファクトリーエージェントは，
トヨタグループの株式会社ジェイ
テクトの100％出資子会社として
2020年 4月に設立されました。
図面加工品を探す「発注者」と，
加工技術を持った「受注者」をマ
ッチングさせる，独自のネットワ

ークとプログラムを事業の強みと
しています。今回は，この製造業
マッチングクラウドサービスの立
ち上げ，開発に悩んでいたところ
からご支援したプロ人材活用の事
例です。

課題 開発経験者が少なく
事業の見極めが困難

　ジェイテクトは，日本の製造業
のサプライチェーンを支える中小
企業や町工場の競争力低下という
深刻な課題を解決するため，「日
本の製造業大手グループとして，
サプライチェーンの崩壊をくいと
め，新たな産業クラスターを再構
築し，日本のものづくりに活力を
とりもどす」ことを掲げ，新しい
クラウドサービスの立ち上げを計
画していました。しかし，同時に
次のようなネックがありました。

・ デジタル技術の知見のある人材
が少数のみで，課題が山積みで
整理もできない

・ プロジェクトマネジャーを除き
事業立ち上げ経験のある人材が
いない

・ ビジネス目線でプロダクト開発
ができているかどうか分からな
い

　そこで，複数のプロ人材にアド
バイスをいただきながら事業立ち
上げまで伴走ができるプロシェア
リングを活用することになりまし
た。

解決策 優先順位を整理し，
開発体制を再構築

　ファクトリーエージェントは，
すでに今まで複数名のプロ人材の
活用実績があります。今回はその
うち新規事業の立ち上げとグロー
スのテーマでの事例です。弊社か
らは「新規事業のグロースに向け
たプロジェクト体制強化」をご提
案し，それを実現できるプロ人材・
三角勇紀氏を推薦しました。
　三角氏は，IT企業の技術戦略
などに携わった後，自身でシステ
ム開発ビジネスを立ち上げ，フリ
ーランスのエンジニアを経て現在
HRTech企業でCOOとして経営に
関わりながらプロジェクト単位で
他社のご支援も担っています。技
術開発と事業開発推進両方の知見
を持つ，デジタル新規事業立ち上
げのプロです。
● 現状把握・課題整理
　まず三角氏が始めたのは，担当
者目線で目標とのギャップを抽出
することでした。次に， 1段階上
の役員の目線で今回の事業や会社
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の成長において重要な内容とその
障壁を整理しました。両者の目線
で現状の課題をより正確に理解し
たうえで，効果がすぐに出そうな
課題の優先度を上げ，打ち手を提
案しました。
● ベンダーコントロール
　次に，外部ベンダーと協働する
際に最適な社内のプロジェクト体
制を作っていきました。具体的に
は，コミュニケーション頻度やそ
の内容，ルーティンの整理に取り
組みました。
　社内のPM担当者には，スクラ
ムマスターの経験があり，プロジ
ェクトマネジメントもできる方を
選任し，その方を中心に据えた体
制へ組織を変更しました。
● 開発体制の再構築
　社内体制が整ったうえで，さら
に次の段階である外部ベンダーも
巻き込んだチームビルディングを
三角氏がサポートしました。外部
との連携には，はじめに三角氏が
行ったような丁寧な現状理解が重
要です。同じようにベンダーにも
事業背景を理解してもらうため，
外部のメンバーを含めた全員が社
内の定例会に参加する運営に変更
しました。
● プロジェクト全体の運用をサポ
ート
　開発が始まり，新規事業を立ち
上げていくプロセスでは，三角氏
自らがセールスなど顧客に近いチ

ームと開発チームとの連携役とな
り，PM担当者が部署を横断して
セールスやマーケティングの担当
とのコミュニケーションに集中で
きるよう補佐しました。

成果 開発効率が2倍
経営の意思決定にも貢献

　プロジェクト推進の勘所をよく
知るプロ人材のサポートを得て，
同社は以下のような成果を実現し
ました。
① 適切なベンダーコントロールに
より開発効率が当初から約 2倍
に向上
② 顧客満足度で高いレベルを維持
③ 経営の意思決定に必要な要素を
分解し社員たちが収集可能に

プロシェアリング×デジタル新
規事業開発での支援ポイント

　デジタル事業開発とプロジェク
ト推進のプロ人材を活用し，社内

のコミュニケーションを円滑にす
る体制構築とプロジェクトマネジ
ャーのサポートを行ってもらい，
早期に事業を立ち上げることが非
常に効果的だと分かる事例です。
　社内メンバーの人脈以外でプロ
人材を探す手段として，業務委託
での支援を通じてアドバイザーに
なってもらう方法があります。業
務委託でも雇用時と同様にミスマ
ッチなどのリスクはありますが，
プロシェアリングサービスを介す
ることでそのリスクは低減できま
す。
　デジタル新規事業開発の経験豊
富な人材というのは実際に採用す
るとなると，非常に希少価値が高
く，給与も高い傾向にあります。
そのような人材を採用したいとい
う要望があった場合はプロシェア
リングの活用を検討・提案してみ
てはいかがでしょうか。
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